
タバコカスミカメ（以下、カスミカメ）は、アザミウ
マ類などの生物的防除に有効な捕食性天敵であり（中石、
2013）、ゴマで増殖が可能である（中石ら、2011）。こ
の特徴が発見された高知県では、なすなどの施設栽培を
行う生産者が「天敵温存ハウス」といわれる遊休ハウス
にゴマなどを植栽することによって、カスミカメを温存・
増殖し、生産施設に導入、利用している。この技術は、産
地内に適当な遊休ハウスがあることが前提となっている。
そこで、仮に遊休ハウスがなくても、個々の生産者が
なすの露地と施設の周年栽培でカスミカメを循環して周
年利用できる技術を考案、開発したので紹介する。

開発した管理技術は、カスミカメを露地から施設、施
設から露地へと循環させ、周年利用する一連のシステム
である。このシステムは「ゴマまわし」といい、図１で
詳しく解説する。図中の太曲線矢印は、露地栽培の夏秋
なすと施設栽培の冬春なすの栽培期間を、また細曲線は、
天敵温存植物（ゴマ、クレオメ）の栽培期間を示す。
露地栽培
まず、露地栽培では、５～６月頃より１ヵ月ごとにな
すの畝端（写真１）や株間にゴマを植栽する（図１の①）。
カスミカメはここで自然に発生し増殖する。殖えたカス
ミカメはゴマごとなすに移す（図１の②）。具体的には、
ゴマの鞘が黄変しかけた頃に先端から50㎝程度（以下、
ゴマ先端部）を枝ごとに切断し、なす株に掛ける。

施設栽培
一方、施設栽

培では、施設内

の土壌消毒が終了した８月中旬頃より、施設内の谷間換
気部の直下や施設内周囲の空いたスペースにゴマを植栽
する（写真２、図１の③）。そこへ露地に植栽したゴマで
殖えたカスミカメを移す（図１の④）。この場合も、カス
ミカメが殖えたゴマ先端部を切断し、施設内のゴマ株元
に放置する。施設内には８月下旬から９月上旬になす苗
を定植する。その１～２週間後に、露地に植栽したゴマ
で殖えたカスミカメをなすに移す（図１の④）。この場合
も、前記同様にカスミカメが殖えたゴマ先端部を切断し、
なすの株元に放置する。この頃には一年草のクレオメも、
ゴマを植栽した辺りに植栽する（図１の⑤）。
施設内に植栽したゴマは、11月頃から鞘が黄変するな

ど生育状態が悪化し、それにともなってカスミカメ成虫
の寄生密度は離脱などで減少する。12月頃にはゴマは枯
死し、その際に数多くの種が地面にこぼれ落ちる。それ
らは翌春に発芽し、芽は気温の上昇とともに生育し、や
がてカスミカメが寄生して増殖する。クレオメは、冬で
も枯れることなく、生育し続ける（図１の⑥）。クレオメ
にもゴマと同様カスミカメが寄生し、特に春季以降は急
速に密度が増加する。施設栽培の終了前に、このように
殖えたカスミカメを露地栽培のなすに移す（図１の⑦）。
この場合も、カスミカメが殖えたゴマやクレオメの先端
部を切断し、なすの株元に放置するか、あるいは株に掛
ける。

・「ゴマまわし」は、カスミカメが生息する産地で活用で
き、アザミウマ類のほかにコナジラミ類の防除にも有効
である。しかし、アブラムシ類、ハダニ類とチョウ目害

スミカメを循環して周年利用するカス

ゴマまわし」のポイントと留意点「ゴ

捕食性天敵タバコカスミカメを
なすの周年栽培体系で利用する技術「ゴマまわし」
露地でも施設でもアザミウマ類の寄生密度を抑制できる
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写真２　 なす栽培施設の谷間換気部の直下に
植栽したゴマ

写真１　露地栽培なすの畝端に植栽したゴマ
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図１　開発した管理技術「ゴマまわし」のシステム
太曲線の矢印はなすの作付期（露地栽培は５～10月、
施設栽培は９～６月）、直線矢印は天敵の人為的な
移動を示す。細曲線は天敵温存植物の作付期を示す。
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虫などには効果がないので、それらに有効な天敵資材、ま
たはカスミカメに影響の少ない薬剤（以下、選択性薬剤）
で対処する。特に、なすでは、栽培初期からチャノホコ
リダニの加害が問題となることから、スワルスキーカブ
リダニや選択性薬剤を併用する。
・露地にゴマを植栽する場合は、なすの畝端には２株、株
間にはなす10株当たり１株を目安とする。強風による倒
伏を避けるため、生育株をなす誘引用のパイプにマイカ
線などで固定するとよい。
・施設内に天敵温存植物を植栽する密度は、ゴマは10ａ
当たり約100株、クレオメは10ａ当たり20～30株を目
安とする。
・ゴマやクレオメは128穴セルトレイに播種した苗を用
いるとよい。なお、ゴマは直播もできる。
・カスミカメが寄生したゴマやクレオメの先端部を切断
し、それごと移動させて他作のゴマやなすに放す際は、ゴ
マやなす１株当たりに先端部１／３～１本を目安とする。
なお、ゴマ鞘などにミナミアオカメムシやブチヒゲカメ
ムシが寄生している場合があるので、ゴマ先端部をたま
ねぎ収穫・保存用ネット袋（通称：玉ねぎネット）内に
投入して口を塞ぐ。網目サイズより大きいそれらのカメ
ムシは、ネットの外には出てこられず、サイズの小さい
カスミカメだけがネットを潜り抜けるので、分別できる。

　次に、徳島県内の生産現場で行った実証試験の事例を
紹介する。
露地栽培
　露地栽培では通常、６月頃にミナミキイロアザミウマ
以外のネギアザミウマやダイズウスイロアザミウマなど
のアザミウマ類が寄生するが、なす果をほとんど加害し
ない。７月頃にはミナミキイロアザミウマが発生し、果
実に被害が出る。試験事例では、「ゴマまわし」を実践し
た圃場と慣行防除の圃場ともに、アザミウマ類の寄生が

主に６月にみられた（図２）。その後、慣行防除圃場では、
７月25日と８月１日にミナミキイロアザミウマがわずか
にみられたが、「ゴマまわし」実践圃場では、期間中には
みられなかった。また、被害果は、いずれの圃場もみら
れなかった（データ省略）。さらに、いずれの圃場も６月
下旬～７月上旬にアザミウマ類の土着天敵ヒメハナカメ
ムシ類が１葉当たり0.05頭以上みられたが、８月以降は
同0.02頭以下で推移した（データ省略）。その一方で「ゴ
マまわし」実践圃場では、８月下旬以降、タバコカスミ
カメが１葉当たり0.04頭以上（ピーク時は同0.13頭）み
られた（データ省略）。
施設栽培
　施設栽培では、「ゴマまわし」を実践した２施設とも３
月上旬まで、ミナミキイロアザミウマの寄生密度は被害
果が５％発生するときの葉当たり寄生密度0.49頭（松
崎・市川、1985）を下回った（図３左）。一方、慣行防
除施設では、２施設とも殺虫剤を３回散布することによ
って、12月中旬までにその水準までに抑えることができ
た（図３右）。それ以降３月上旬まで３～４回の殺虫剤散
布が繰り返された。
　以上のように、「ゴマまわし」を実践するとなすの露
地・施設栽培ともに、ミナミキイロアザミウマを対象に
した殺虫剤の使用を控えても寄生密度を低く抑えること
ができた。

★
　今回紹介したように、ゴマを植え継ぎ、その先端部を
切断し、新たな作付地へ温存・増殖したカスミカメを移
動することによって、露地から施設、施設から露地へと
循環させ、周年利用することが可能となる。工夫次第で
は、なすに限らず、きゅうり、ピーマン、トマトなどに
も応用できる。実際に本県の促成栽培きゅうりの一部生
産現場には、夏季に露地圃場の空いたスペースなどにゴ
マやクレオメを植栽してカスミカメを温存・増殖させ、秋
季に施設内に導入し利用している事例がある。

現地実証試験の事例
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図２　�なすの露地栽培で「ゴマまわし」を実践した圃場と慣行防除
の圃場におけるアザミウマ類の発生推移（2017年）

両圃場とも、圃場の周囲にソルゴーとオクラを植栽した。
調査は１圃場当たり25株を対象に、１株当たり上・中・下位の２葉に寄生する成
幼虫数を約１週間間隔に計数した。
黒矢印は、近隣のなす施設でクレオメごとタバコカスミカメを採集し、なすに放し
たことを示す。
白抜き矢印は、殺虫剤の散布を示す。
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図３　�なすの施設栽培で「ゴマまわし」を実践した施設と慣行防除
の施設におけるミナミキイロアザミウマの発生推移（2014
～2015年）

４施設とも、定植時に「ジテテフラン粒剤」を処理した。その後、「ゴマまわし」実践
の２施設では、アザミウマ類に活性のある殺虫剤は使用されなかった。
調査は１圃場当たり25株を対象に、１株当たり上・中・下位の２葉に寄生する成
幼虫数を約１～２週間間隔に計数した。
黒矢印はＣ施設、白抜き矢印はＤ施設におけるミナミキイロアザミウマを対象にし
た殺虫剤の散布を示す。 15グリーンレポートNo.655（2024年1月号）


